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今回のワークショップで
は、ユスキュダル⼤学助
教授で国際⽇本⽂化研究
センター外国⼈研究者の
ハサン・トパチョール⽒
を迎え、明治百年祭がど
のように国内外のメディ
ア で 表 象 さ れ て き た の
か、過去15年間の研究を
通じて明らかになってき
たことを共有していただ
きます。
⽇本の1960年代の研究が
活発になる今⽇、1968年
の⽇本なるものが多⽅⾯
で表現され、記憶されて
いくなかで、いかにそれ
らを理解できるのか、⽇
本研究者の眼から提起し
て共有する機会を設けま
す。
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国際⽇本⽂化研究センター教授

平尾　漱太

⼤阪⼤学⼤学院⼈⽂学研究科
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